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声を出さないコミュニケーション
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飛沫感染の防止

会話をしない円滑な
コミュニケーションの実現

目的

会話が困難な方



脳波の送受信

変換 変換通信

脳波 脳波

スーパーテクノロジーで
脳波を言語化 情報量を削減
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パターンアンテナ
(日本特殊陶業)



送受信の例

脳波

言語化

アイデアソン
最高
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脳波

脳波に
変換

アイデアソン
最高



スーパーテクノロジー

AIを用いて脳波と文字を双方向に変換

[1] ナゾロジー,「頭で考えたものが文章に。脳波から97%の精度で文章化できるAIが登場」,
URL:https://nazology.net/archives/55706

×

97%の精度
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未開発



設計モデル
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変調方式：BPSK
帯域幅：1 kHz
温度𝑇：300 K
通信距離：1 km

1秒間に送る情報量：毎秒6文字
→1000 bit/s  (UTF-8)

1km

自由空間を仮定
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1対1の通信

送信側 受信側

-144[dBm]

65[dB]

-79[dBm]

-129[dB]10[dBm]

48[dBm]

38[dBi]

-81[dB]
2[dBi]

送信電力

送信アンテナ利得

EIRP(等価等方放射電力) 日本特殊陶業より

自由空間損失(1km)

受信アンテナ利得 S/N比

ノイズフロア

1kmの通信でも
安定した通信が可能
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• 複数人による会話

応用例

• 五感や感情の共有

16:00

16:00
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スマートホーム

次世代のインタフェース
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ご清聴ありがとうございました


